
センター会議室予約

受付開始日時のお知らせ

R６年8月分 ５月１日(水) 午前９時

R６年9月分 ６月１日(土) 午前９時

※ 開始日の午前中は来館者のみ受付、
電話での受付は正午からとなります。

2024年 5月号

日光市民活動支援センター

〒321-1261 日光市今市304-1 2階

OPEN 9:00～23:00（19:00以降は会議室利用時のみ開所）

TEL / FAX 0288-22-2271 URL https://nikko-shiencenter.jp/

ホームページへはこちらの

QRコードからアクセス！

木々の緑もだんだんと色濃くなり、大きなこいのぼりが風で気持ちよさそうに泳ぐ季節になりました。皆様いかがお過ご

しでしょうか。ところで、今年度から導入された「ちょこっとスタバケ日光」をご存じでしょうか。市内の小中学校に通う

児童を対象として、平日に保護者等と子どもが一緒に学び、活動できる制度です。年度内に３日間休暇を取得することがで

きます。もしかするとゴールデンウィーク期間の平日に休暇を取って出かけたご家庭もあるかもしれませんね。観光地なら

ではの制度なので、ぜひ有効活用できたらいいですね！

新年度や大型連休の疲れが出やすい時期なので、くれぐれも体調管理にはお気をつけてお過ごしください。

≪会議室をご予約の方へ≫ 予約キャンセルの際は予約日前日までにセンターまでご連絡をお願いいたします。

当日キャンセルになる場合も、速やかにご連絡ください。

≪第３駐車場について≫ 第３駐車場につきまして、工事の関係で今年の秋頃まで書庫の前は駐車禁止となります。

書庫の前やポールの近くにはお停めにならないようご協力をお願いいたします。

お 知 ら せ日光市民活動支援センターからの

2023年度（2023年4月～2024年3月）の

センター利用状況をご報告します

■登録団体数： 182団体

■利用者数 ：1万6千人
■相談件数 ： 約250件

昨年度は、新たに11件の団体登録がありました。昨年５月より新

型コロナの位置づけが5類感染症に変わったこともあり、コロナ禍の

2022年度に比べて２千人ほど利用者数が多くなりました。

また、相談件数も70件ほど増え、特にパソコンやスマホに関する

相談が多い傾向となりました。今年度も引き続きさまざまな相談に

応じ、支援させていただきます。よろしくお願いいたします。

センターでは、団体様や利用者様より「必要とされる方のお役に立てて欲しい」とご寄付のご相談をいただくことがあります。

先日もご寄付をいただき、おむつなどの衛生用品を高齢者福祉分野の団体様へ、お米（玄米）を児童福祉分野の団体様へお届け

させていただきました。あたたかいご寄付をありがとうございました。ご寄付についてのご相談がありましたら、お気軽にセン

ターまでご連絡ください。※お受けできないものもございますので、まずはご相談ください。

ご寄付のご報告とお礼

◎2024年台湾東部沖地震救援金について◎

【日光市内の募金箱設置場所及び窓口】

・日光市役所総合案内 ・日光行政センター

・藤原行政センター ・足尾行政センター

・栗山行政センター ・社会福祉協議会今市支所

・社会福祉協議会日光支所 ・社会福祉協議会藤原支所

※募金箱設置はR6.6.28まで

ＮＰＯ法人向け 会計・税務 無料相談会

会計に関するお悩みや疑問はありませんか？

専門家が会計・税務に関するご相談に応じます。

■日 時 ６月１日(土) 14時～17時

■対 象 日光市内で活動するNPO法人の

代表者・会計担当者

■定 員 先着3団体 ※1団体につき1時間程度

■参加費 無料

■会 場 日光市民活動支援センター

■講 師 税理士法人ワイズティー 松井 由和氏

■申込先 日光市民活動支援センター

TEL/FAX：0288-22-2271



あなたの団体の活動をPRしませんか？取材をお受けしていただける

団体さんは、センターまでお気軽にお問い合わせくださいご連絡お待ちしております♬
取材希望の団体さんを募集しています

～ 한국을 너무 좋아해요！ ～

ハングル同好会

皆さんこんにちは！スタッフの吉原です。

川柳に『台風はそれて抜けない五寸釘』と言う結構有名な句があります。

台風が来るのに備えて充分な準備をしましたが、運良く台風が逸れて一安心と言うところです。

ところが、戸板や窓が風で飛ばされないように五寸（約15センチ）の長さも有る釘を打ったので、

片付ける事になりましたら、抜くのに一苦労していますと言う状況と思います。

大自然の力に翻弄される人間の弱さを詠っていて、何となくおかしいと思っています。

しかし、備えあれば憂いなしです。その備えが無駄になったとしても、油断して被害を受ける事に比べれば、

めでたしと言うところです。皆様もゆめゆめ油断をせずに、将来の事や仕事に災害に備えて下さいね。

ハングル同好会代表の康（カン）さんは韓国出身の方で、以前東京に留学したことをきっかけに日本についての

理解を深め、日韓交流をもっと活発にしていきたいとの思いで５年前に「ハングル同好会」を設立されました。韓

国に興味のある方たちが集まり、代表の康さんを中心に韓国語や韓国の文化・歴史についての理解を深め、毎週木

曜日に支援センターで楽しく活動されています。韓国の文化について学んでいくと、ものの見方や風習などが日本

とよく似ていたり、一方で全然違うことがあったりと、日々興味深い発見があって面白いそうです。

年に一度、会のみんなで新大久保のコリアンタウンに出かけて、実際に韓国語を使って買い物をされるそうです。

会の中では流暢に話せている韓国語も、実際に使うとなると緊張してしまい話せなくなってしまうのだとか。学ん

だことを生かすためにも経験を重ねて、いつか本場韓国へ行ってリアルな韓国の人や文化に触れ、さまざまな体験

をするのが今後の目標だそうです。

代表の康さんは「韓国について知りたい方がいることはとても嬉しいです。韓国語を通して日光市に貢献してい

きたいと思っています」と語られていました。韓国について興味がある方は、まずは支援センターにお問い合わせ

ください。人数が集まれば他の曜日でも活動を行いたいとおっしゃ

っていました。また、今後は他の団体と連携したり、ボランティア

フェスタでステップアップした体験活動をしてみたいとお話しされ

ていたので、今後のご活躍が大変楽しみです。

この度は取材をさせていただきありがとうございました。

화이팅！


